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植付け深さの異なる水稲生育に対する活着期追肥の影響
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1　は　し　が　き

現在，水稲の有効茎を早期に確保するため，活着期追肥

が行われているが．その効果は必ずしも一定していないよ

うに見受けられる。この原因の一つに．植付け深さの差が

関係していると考えられろので．この点について検討した。

2　試　験　方　法

1／2000aポットに風乾火山灰土を10毎充てんし，ポッ

ト当たりN・P205・Ⅹ20各0，5タ加えたもの（基肥有）

と，別巴料のポット（基肥無）を用意し，代かき後，トヨ

ニシキの中苗を5月27日に，深さ2仇（浅植）と5虎（深

植した。活着迄の期間網室で栽培し，6月8日に根付専用

複合肥料（N：10，P205：8％）を用い．ポット当たりN

O・37．P2050．24㌢を追肥したもの（活着期追肥）と無

追肥（追肥なし）の区を設け．一部を人工気象室に入れ．

6月8日から17日迄は15．5℃．17日から26日迄は17℃の

温度に設定して栽培し（低温処理）6月26日から7月7日

迄は網室に移し，最初から網室で栽培した（常温）場合と

比較検討した。区の構成は表1に示した。

調査は草丈・茎数を3～4日ごとに計測し，稲体養分濃

度と吸収左目ま6月8日・14日・26日にそれぞれ2株抜き取

り分析に供試し，7月7日には最終の2株で分げっの発生

状況や彙数を調査後分析に供した。

試験期間の地温は，網室の2（瀾部分と5仇部分では．暗
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天時に最高2℃の差がみられ，低温の悪天日には差がみら

れなかった。また，人工気象軍内との差は最高4℃で．低

温時には2℃の差であった。

蓑1　試験区の構成
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3　試　験　結　果

（1）茎数の推移：常温下で浅植えの場合，活着期退肥

後6日目ころから茎数が多くなり，10日日ころからは急増

し，17日目ころからは茎数増加率がにぶくなってくる。常

温下の深植えでは，活着期追肥後13日日ころに茎数が増加

し始める。これは，浅植えに比べ約7日の遅れである。し
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図1　一株茎数の推移と薫数
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かし，7月7日の粟数は浅硫えと深植えでは差が認められ

ない。低温処理下での浅植えは，活着期追肥によろ茎数増

は，追肥後13日日以降に認められ．常温下にもどして6日

目ころから茎数が増加し始めた。

（2）分げっの発生状況：図　に分げっ発生率を示した。

常温下で浅植えの場合，3号以降の分げっが発生するが，

活着期追肥によって4・5・6号以降の分げっは100％近く

なった。探植えでは，追肥なしが6号分げっのみ亜％発生

に対し，活着期追肥により5・6・7号の分げっがみられ

た。探植えは，浅植えに比べ，分げっの発生が高位になる。

低温処理下での分げっの発生は．活着期追肥の効果として

は，常温下と同様の傾向を示す。ただし．低温処理下では

葉数の展開が遅れた分だけ．7号の分げっが認められなか

った。
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図2　分げっ発生率

（3）稲体養分濁度の推移・吸収経過：図3に常温下の

茎彙N濃度の推移を示したが．基肥無の場合は，移植後日

数の経過に伴いN濃度は極端に低下する。しかし∴活着期

追肥により．急激に高まり追肥後18日日ころから，また，

急激に低下の傾向を示す。基肥有の浅植えでは．濃度の低

下が小さく，したがって．追肥による濃度の高まりも大き

くなく，基肥無と同様に追肥後18日日ころから．やや低下

の傾向を示す。深植えの場合は，追肥後の濃度上昇が遅く

1か月経過しても，なお上昇の傾向を示している。このよ

うな傾向は，低温処理下でも同様である。P205濃度の場

合は．おおむね，追肥後18日以降にはっきりした差として

現われ．Nの吸収に比べやや遅くその効果が認められる【

侍に，基肥無に追肥した場合のP205濃度の高まりが苦し

い。

見かけ上の追肥N一日当たり吸収蛍を．追肥を実施した

6月8日から14日までと14日から26日まで，そして6月

26日から7月7日までの3期に分けてみると．常温下で浅

植えの場合，基肥無ではⅠ期から吸収が認められ，Ⅱ期で

最■鴬の吸収最を示し，Ⅲ期には吸収最が小さくなる。基肥

有ではⅠ期からⅢ期にかけて漸増の型を示す。深植えでは．

Ⅰ・Ⅱ期にほとんど吸収が認められず，Ⅲ期に至って急激

な吸収増となる。低温処理下では，探植えの追肥Nの吸収

の遅れが著しくなる。
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図3　稲体N濃度の推移
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4　ま　　と　　め

早期有効茎確保のための活着期追肥は．浅植えの場合．

低位分げっの発生を促し効果が大きい。

深植えでは仁追肥亜分の吸収が遅れ，高位分げっ依存型

となろ。

低温下での深植えは，活着期追肥の肥効が極端に遅れ．

早期有効茎の確保には結びつかない。




